
加古川市事務事業評価シート〈令和３年度実施事業〉

事 務 事 業 名 障がい児（者）家庭教育学級事
業

部 局 名 教育指導部

課（室）名 社会教育課

基 本 目 標 ０１心豊かに暮らせるまち

政 　 　 策 ０２地域における教育・学習環境を整備する

施 　 　 策 ０１生涯学習の推進

事 業 実 施 期 間

事 業 区 分 ⑤市施策事業（経常）

地  区  別 市内全域

会  計 01 

款 10 

項 07 

目 01 

細  目 010  

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等

現 状 と 課 題

インクルーシブ教育の理念が浸透する中、障がい児（者）をもつ親の家庭教育
に対する課題を解決するとともに、障がいに対する理解を広めることが求めら
れている。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

障がい児（者）をもつ親、または障がい児（者）教育に関心を持つもの

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

障がい児（者）家庭教育学級事業を委託し、家庭教育についての学習、交流啓
発の実践を行う。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

障がい児（者）をもつ親等が、直面している家庭教育に係る課題について相互
学習を行うとともに、互いの実践事例を情報交換することで、家庭教育の充実
を図るとともに、障がい児（者）に対する正しい理解を広く市民に啓発する。

1,06701,394

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 1,067

財　

源　

内　

訳

□拡充

障がい児（者）を持つ親が共に学び、課題を共有する場として有効である。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 1,067

そ の 他 特 財

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

令和３年度（決算見込）

令和元年度（決算） 令和２年度（決算） 令和３年度（決算見込）

一般会計

教育費

社会教育費

社会教育総務費

生涯学習推進事業

187



加古川市事務事業評価シート〈令和３年度実施事業〉

事 務 事 業 名 障がい児（者）家庭教育学級事
業

部 局 名 教育指導部

課（室）名 社会教育課

％

対 象 指 標 名

障がい児（者）家庭教
育学級生数

3430357

成 果 指 標
分 析 結 果

事業に対する満足度は非常に高い。

家庭教育事業平均学習
時間（１学級あたり・
年間）

時間 17.2024

交流啓発事業平均学習
時間（１学級あたり・
年間）

時間 7.107

活 動 指 標
分 析 結 果

コロナ禍で活動が制限される中でも、各学級において家庭教育に
ついての学習や交流啓発の実践ができている。

障がい児（者）家庭教
育学級満足度

目 標 値

100

目標年度

令和8年
度

1000100

令和３年度令和２年度令和元年度

【対象】

人

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 令和３年度令和２年度令和元年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 令和３年度令和２年度令和元年度単 位
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加古川市事務事業評価シート〈令和３年度実施事業〉

事 務 事 業 名 生涯学習創出事業
部 局 名 教育指導部

課（室）名 社会教育課

基 本 目 標 ０１心豊かに暮らせるまち

政 　 　 策 ０２地域における教育・学習環境を整備する

施 　 　 策 ０１生涯学習の推進

事 業 実 施 期 間 平成23年度

事 業 区 分 ⑤市施策事業（経常）

地  区  別 市内全域

会  計 01 

款 10 

項 07 

目 06 

細  目 060  

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等
社会教育法

現 状 と 課 題

学習を活かした自己実現とともに、学習の成果を活かすための取り組みの必要
性が増加。 

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

生涯学習に関心をもつ市民

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

地域の生涯学習の拠点、また社会教育施設としての目的に則した講座等の開催

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

参加者自らの教養を高める

4,1342,6334,422

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 1,154

財　

源　

内　

訳

□拡充

市民が自発的意思にもとづき、自己に最適な手段・手法を選んで生涯を通じて
行う生涯学習を支援する施策として、様々なニーズに応じた講座等を行う中核
的な場としての公民館機能を果たしている。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 4,134

そ の 他 特 財 2,980

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

令和３年度（決算見込）

令和元年度（決算） 令和２年度（決算） 令和３年度（決算見込）

一般会計

教育費

社会教育費

公民館費

生涯学習事業
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加古川市事務事業評価シート〈令和３年度実施事業〉

事 務 事 業 名 生涯学習創出事業
部 局 名 教育指導部

課（室）名 社会教育課

人

対 象 指 標 名

加古川市人口（４／１
付推計人口）

259,986261,324262,647

成 果 指 標
分 析 結 果

感染拡大前と比較して、新型コロナウイルス感染症の影響により、参加者数が減少となっ
た。

講座開催回数 回 8426451,135

活 動 指 標
分 析 結 果

感染拡大前と比較して、新型コロナウイルス感染症の影響により
講座開催回数は減少しているが、感染症対策を実施し、少しずつ
増加傾向にある。

講座参加者数

目 標 値

18,000

目標年度

令和5年
度

8,9067,69416,067

令和３年度令和２年度令和元年度

【対象】

人

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 令和３年度令和２年度令和元年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 令和３年度令和２年度令和元年度単 位
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加古川市事務事業評価シート〈令和３年度実施事業〉

事 務 事 業 名 加古川図書館管理運営事業
部 局 名 教育指導部

課（室）名 中央図書館

基 本 目 標 ０１心豊かに暮らせるまち

政 　 　 策 ０２地域における教育・学習環境を整備する

施 　 　 策 ０１生涯学習の推進

事 業 実 施 期 間 令和3年度

事 業 区 分 ①一般事務経費事業

地  区  別 市内全域

会  計 01 

款 10 

項 07 

目 10 

細  目 005  

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等
図書館法、加古川市立図書館の設置及び管理に関する条例、加古川市子どもの
読書活動推進計画（第３次）

現 状 と 課 題

利用者の読書要求や必要とする情報は個々に異なるため、障がい者や高齢者
等、利用者各層の状況に応じたサービスや、デジタル時代に対応したサービス
を提供する必要がある。日常の貸出、レファレンス、集会行事を柱にしつつ
も、取組むべきサービスや課題は多い。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

加古川市に居住、通勤、通学している者及び播磨地域に居住している者

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

社会教育施設としての役割を踏まえ、市民等の利用者の多様な読書及び情報
ニーズに即応できるよう的確な資料の収集と提供に努め、レファレンスサービ
ス、各種事業及び集会行事の実施により市民の読書啓発(情報支援)と課題解決
に努める。子どもの読書環境整備については、「加古川市子どもの読書活動推
進計画（第３次）」に沿った取組を継続する。また、障がい者等来館困難な人
へのサービスについても検討していく。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

図書館法の趣旨に基づき、必要な資料を収集し、市民等の利用者に提供し、そ
の教養、調査研究、レクリエーションに資することを目的として、社会教育施
設としての役割を果たす。また、日常のサービス業務を通じて、地域の情報セ
ンターとして文化力の向上と生涯学習環境の整備に努める。

59,93200

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 59,932

財　

源　

内　

訳

□拡充

令和３年１０月から指定管理者による管理運営が行われている。移転後の貸出
冊数及び貸出人数が前年同月比で約１．５倍に増加したほか、図書館離れが進
む中高生世代の利用が大きく増加するなど効果を上げている。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 59,932

そ の 他 特 財

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

令和３年度（決算見込）

令和元年度（決算） 令和２年度（決算） 令和３年度（決算見込）

一般会計

教育費

社会教育費

図書館費

図書館管理運営事業
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加古川市事務事業評価シート〈令和３年度実施事業〉

事 務 事 業 名 加古川図書館管理運営事業
部 局 名 教育指導部

課（室）名 中央図書館

冊

人

人

対 象 指 標 名

全市民人口 258,50500

成 果 指 標
分 析 結 果

令和3年10月の移転と同時に指定管理者制度を導入した。新しい図書館に対する市民の関心
も高いため、いずれも増加が見込まれる。

蔵書数 冊 159,91600

レファレンス件数 回 1,82600

集会行事開催数 回 2000

活 動 指 標
分 析 結 果

令和3年10月の移転と同時に指定管理者制度を導入した。新しい図
書館に対する市民の関心も高いため、いずれも増加が見込まれ
る。

年間図書貸出冊数

目 標 値

422,000

目標年度

令和8年
度

210,97900

年間貸出人数 136,000令和8年
度

68,17600

集会行事の参加者数 440令和8年
度

21900

令和３年度令和２年度令和元年度

【対象】

人

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 令和３年度令和２年度令和元年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 令和３年度令和２年度令和元年度単 位
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加古川市事務事業評価シート〈令和３年度実施事業〉

事 務 事 業 名 図書館に要する一般的経費
部 局 名 教育指導部

課（室）名 中央図書館

基 本 目 標 ０１心豊かに暮らせるまち

政 　 　 策 ０２地域における教育・学習環境を整備する

施 　 　 策 ０１生涯学習の推進

事 業 実 施 期 間 昭和46年度

事 業 区 分 ①一般事務経費事業

地  区  別 市内全域

会  計 01 

款 10 

項 07 

目 10 

細  目 005  

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等
図書館法、加古川市立図書館の設置及び管理に関する条例、加古川市子どもの
読書活動推進計画（第３次）

現 状 と 課 題

市民の学習要求の高まりや社会状況の変化によって、市民の図書館に求める要
求が多様化しつつある。地域の情報センターとして応えていくために、サービ
スの充実に努める必要がある。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

加古川市に居住、通勤、通学している者及び播磨地域に居住している者

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

図書館を快適かつ効率よく利用できるように環境整備を行う。また、図書館業
務全体のサービス向上を図る。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

加古川市の図書館が図書館法に則した活動を行い、社会教育施設としての機能
を果たすことができるように、図書館全般の活動を支える。

56,29724,99124,689

国 庫 支 出 金 3,578

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 52,662

財　

源　

内　

訳

□拡充

図書館を十分に機能させるために、職員の職能向上のための研修、システムの
運用、必要物品の購入など図書館活動のための基本的な事業を確実に維持継続
していくことにより市民の生涯学習環境を充実させる必要がある。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 56,297

そ の 他 特 財 57

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

令和３年度（決算見込）

令和元年度（決算） 令和２年度（決算） 令和３年度（決算見込）

一般会計

教育費

社会教育費

図書館費

図書館管理運営事業
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加古川市事務事業評価シート〈令和３年度実施事業〉

事 務 事 業 名 図書館に要する一般的経費
部 局 名 教育指導部

課（室）名 中央図書館

人

対 象 指 標 名

全市民人口 258,505260,149261,324

成 果 指 標
分 析 結 果

令和３年１０月から加古川図書館に指定管理者制度を導入した。近年は児童数減少や、新型
コロナウイルス感染拡大防止の影響により年間貸出人数は減少している。多様な蔵書、効果
的な資料展示や集会行事など、魅力と居心地の良さを持つ図書館づくりに向け更なる工夫が
必要である。

開館日数 日 325280325

活 動 指 標
分 析 結 果

開館日数は、休館日と年末年始を除く毎日（令和２年度は新型コ
ロナウイルス感染症の感染拡大防止のため４月９日から５月３１
日まで、システム機器入替のため１０月２７日から１１月１日ま
で臨時休館。令和３年度は通常どおり開館）

年間貸出人数

目 標 値

120,000

目標年度

令和8年
度

199,343189,090234,747

令和３年度令和２年度令和元年度

【対象】

人

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 令和３年度令和２年度令和元年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 令和３年度令和２年度令和元年度単 位
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加古川市事務事業評価シート〈令和３年度実施事業〉

事 務 事 業 名 読書啓発事業
部 局 名 教育指導部

課（室）名 中央図書館

基 本 目 標 ０１心豊かに暮らせるまち

政 　 　 策 ０２地域における教育・学習環境を整備する

施 　 　 策 ０１生涯学習の推進

事 業 実 施 期 間 昭和46年度

事 業 区 分 ⑤市施策事業（経常）

地  区  別 市内全域

会  計 01 

款 10 

項 07 

目 10 

細  目 005  

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等
図書館法、加古川市立図書館の設置及び管理に関する条例、加古川市子どもの
読書活動推進計画（第３次）

現 状 と 課 題

利用者の読書要求や必要とする情報は個々に異なるため、障がい者や高齢者
等、利用者各層の状況に応じたサービスや、デジタル時代に対応したサービス
を提供する必要がある。日常の貸出、レファレンス、集会行事を柱にしつつ
も、取組むべきサービスや課題は多い。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

加古川市に居住、通勤、通学している者及び播磨地域に居住している者。

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

社会教育施設としての役割を踏まえ、市民等の利用者の多様な読書及び情報
ニーズに即応できるよう的確な資料の収集と提供に努め、レファレンスサービ
ス、各種事業及び集会行事の実施により市民の読書啓発(情報支援)と課題解決
に努める。子どもの読書環境整備については、「加古川市子どもの読書活動推
進計画（第３次）」に沿った取組を継続する。また、障がい者等来館困難な人
へのサービスについても検討していく。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

図書館法の趣旨に基づき、必要な資料を収集し、市民等の利用者に提供し、そ
の教養、調査研究、レクリエーションに資することを目的として、社会教育施
設としての役割を果たす。また、日常のサービス業務を通じて、地域の情報セ
ンターとして文化力の向上と生涯学習環境の整備に努める。

28,47338,83634,043

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 23,712

財　

源　

内　

訳

□拡充

資料収集及び提供、レファレンスなどの情報サービス、集会行事など、読書環
境の充実や生涯学習の推進に対して一定の効果をあげていると考えられる。一
方で、多様化する市民のニーズに十分に対応できていない点や、障がい者等来
館が困難な市民へのサービスが十分に提供できていない点もあるため、現行事
業を継続しながら、サービスの内容や質の向上を図っていく必要がある。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 28,473

そ の 他 特 財 4,761

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

令和３年度（決算見込）

令和元年度（決算） 令和２年度（決算） 令和３年度（決算見込）

一般会計

教育費

社会教育費

図書館費

図書館管理運営事業
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加古川市事務事業評価シート〈令和３年度実施事業〉

事 務 事 業 名 読書啓発事業
部 局 名 教育指導部

課（室）名 中央図書館

冊

人

人

対 象 指 標 名

全市民人口 258,505260,149261,324

成 果 指 標
分 析 結 果

加古川図書館に関して指定管理者制度導入（令和３年１０月）以前の数値を計上。近年は児
童数減少や新型コロナウイルス感染拡大の影響により年間貸出冊数及び人数、集会行事の参
加者数は減少傾向にある。多様な蔵書、効果的な資料の展示や集会行事など、魅力と居心地
のよさを持つ図書館づくりに向け更なる工夫が必要である。

蔵書数 冊 492,241497,738492,922

レファレンス件数 回 1,7831,6362,276

集会行事開催数 回 118158207

活 動 指 標
分 析 結 果

加古川図書館に関して指定管理者制度導入（令和３年１０月）以
前の数値を計上。加古川図書館移転時に除籍処理を積極的に実施
し、蔵書数は減少した。また、新型コロナウイルス感染拡大防止
の影響により集会行事開催数は減少傾向にある。効果的な集会行
事の実施に向け、更なる工夫が必要である。

年間図書貸出冊数

目 標 値

480,000

目標年度

令和8年
度

558,755632,268796,493

年間貸出人数 260,000令和8年
度

154,584189,090234,747

集会行事の参加者数 750令和8年
度

8022,2163,922

令和３年度令和２年度令和元年度

【対象】

人

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 令和３年度令和２年度令和元年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 令和３年度令和２年度令和元年度単 位
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加古川市事務事業評価シート〈令和３年度実施事業〉

事 務 事 業 名 加古川図書館移転事業
部 局 名 教育指導部

課（室）名 中央図書館

基 本 目 標 ０１心豊かに暮らせるまち

政 　 　 策 ０２地域における教育・学習環境を整備する

施 　 　 策 ０１生涯学習の推進

事 業 実 施 期 間 令和3年度

事 業 区 分 ⑥市施策事業（臨時）

地  区  別 市内全域

会  計 01 

款 10 

項 07 

目 10 

細  目 020  

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等
図書館法、加古川市立図書館の設置及び管理に関する条例

現 状 と 課 題

ＪＲ加古川駅周辺の賑わい創出と利用者の利便性の向上を図るため、加古川図
書館をカピル２１ビル６階に移転することが決定した。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

加古川市に居住、通勤、通学している者及び播磨地域に居住している者

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

加古川図書館をカピル２１ビル（加古川市加古川町篠原町２１番地の８）へ移
転するための業務及び環境整備を実施し、令和３年１０月１日に開館する。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

加古川図書館をカピル２１ビル（加古川市加古川町篠原町２１番地の８）に移
転することにより、ＪＲ加古川駅周辺の賑わい創出と利用者の利便性の向上を
図る。また、移転に伴い、民間活力を取り入れるための指定管理者制度を導入
する。

41,82900

国 庫 支 出 金 13,152

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 28,677

財　

源　

内　

訳

□拡充

加古川図書館の移転に必要な業務及び環境整備を全て完了し、予定どおり、令
和３年１０月１日に開館することができた。

□維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 ■完了

事 業 費 合 計 41,829

そ の 他 特 財

令和3年度～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

令和３年度（決算見込）

令和元年度（決算） 令和２年度（決算） 令和３年度（決算見込）

一般会計

教育費

社会教育費

図書館費

加古川図書館移転事業
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加古川市事務事業評価シート〈令和３年度実施事業〉

事 務 事 業 名 加古川図書館移転事業
部 局 名 教育指導部

課（室）名 中央図書館

％

対 象 指 標 名

全市民人口 258,50500

成 果 指 標
分 析 結 果

令和３年度加古川図書館移転に伴い、事業は完了した。

移転施設数 施設 100

活 動 指 標
分 析 結 果

令和３年度加古川図書館移転に伴い、事業は完了した。

移転作業進捗率

目 標 値

100

目標年度

令和3年
度

10000

令和３年度令和２年度令和元年度

【対象】

人

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 令和３年度令和２年度令和元年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 令和３年度令和２年度令和元年度単 位
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加古川市事務事業評価シート〈令和３年度実施事業〉

事 務 事 業 名 公民館運営管理事業
部 局 名 教育指導部

課（室）名 社会教育課

基 本 目 標 ０１心豊かに暮らせるまち

政 　 　 策 ０２地域における教育・学習環境を整備する

施 　 　 策 ０１生涯学習の推進

事 業 実 施 期 間

事 業 区 分 ①一般事務経費事業

地  区  別 市内全域

会  計 01 

款 10 

項 07 

目 06 

細  目 010  

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等
社会教育法、加古川市立公民館の設置及び管理に関する条例、同条例施行規則

現 状 と 課 題

住民のニーズ、趣味、趣向が多様化し、公民館を取り巻く状況の変化が近年著
しい。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

別府公民館、尾上公民館以外の市立公民館１０館

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

職員の資質向上や、事業の積極的な情報発信を行う。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

公民館の「地域づくりの拠点」としての機能を高めるほか、市民の生涯学習内
容の充実を図る

14,7569,0768,560

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 14,445

財　

源　

内　

訳

□拡充

職員の資質向上や事業の積極的な情報発信を引き続き行う。 

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 14,756

そ の 他 特 財 311

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

令和３年度（決算見込）

令和元年度（決算） 令和２年度（決算） 令和３年度（決算見込）

一般会計

教育費

社会教育費

公民館費

公民館運営管理事業
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加古川市事務事業評価シート〈令和３年度実施事業〉

事 務 事 業 名 公民館運営管理事業
部 局 名 教育指導部

課（室）名 社会教育課

人

対 象 指 標 名

加古川市人口（４／１
付推計人口）

259,986261,324262,647

成 果 指 標
分 析 結 果

新型コロナウイルス感染症の影響により、利用者が伸び悩んでいる。

研修等参加数 回 211042

活 動 指 標
分 析 結 果

新型コロナウイルス感染症の影響により書面開催や中止となった
研修会がまだまだあり、参加件数が伸び悩んでいる。今後も機会
を逃さず、計画的に資質向上を行っていく必要がある。

施設利用者数

目 標 値

755,000

目標年度

令和5年
度

506,124417,871691,700

令和３年度令和２年度令和元年度

【対象】

人

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 令和３年度令和２年度令和元年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 令和３年度令和２年度令和元年度単 位
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加古川市事務事業評価シート〈令和３年度実施事業〉

事 務 事 業 名 尾上公民館管理運営事業
部 局 名 教育指導部

課（室）名 社会教育課

基 本 目 標 ０１心豊かに暮らせるまち

政 　 　 策 ０２地域における教育・学習環境を整備する

施 　 　 策 ０１生涯学習の推進

事 業 実 施 期 間 平成27年度

事 業 区 分 ②施設維持補修事業

地  区  別 尾上地区

会  計 01 

款 10 

項 07 

目 06 

細  目 010  

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等

現 状 と 課 題

住民のニーズ、趣味、趣向が多様化し、公民館を取り巻く状況の変化が近年著
しい。また、当館は指定管理者が管理運営しており、その独自性を活かして事
業展開を図っている。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

尾上公民館

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

管理及び施設整備の充実並びに各種事業の効果的な運営

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

管理及び施設整備の充実並びに各種事業の効果的な運営を行うことにより生涯
学習推進体制の充実を図る。

24,30922,81920,899

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 22,612

財　

源　

内　

訳

□拡充

指定管理者による地域の実情に即した管理運営が円滑に行われている。今後は
地域の実情に即した事業展開及び設備の更新等を行うことで、住民のさらなる
利用促進を図り、地域の生涯学習活動拠点を目指す。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 24,309

そ の 他 特 財 1,697

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

令和３年度（決算見込）

令和元年度（決算） 令和２年度（決算） 令和３年度（決算見込）

一般会計

教育費

社会教育費

公民館費

公民館運営管理事業
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加古川市事務事業評価シート〈令和３年度実施事業〉

事 務 事 業 名 尾上公民館管理運営事業
部 局 名 教育指導部

課（室）名 社会教育課

人

対 象 指 標 名

加古川市人口（４／１
付推計人口）

259,986261,324262,647

成 果 指 標
分 析 結 果

新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため４月25日から５月11日まで休館となり、利
用者が減少した。また、新型コロナウイルス感染防止対策を講じながらの運営となったこと
により、感染拡大前と比較して、講座の参加者が減少した。

開館日数 日 331294338

活 動 指 標
分 析 結 果

新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため４月25日から５
月11日まで休館となり、通常より開館日数が減少した。

施設利用者数

目 標 値

90,000

目標年度

令和5年
度

50,45337,04983,233

令和３年度令和２年度令和元年度

【対象】

人

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 令和３年度令和２年度令和元年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 令和３年度令和２年度令和元年度単 位
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加古川市事務事業評価シート〈令和３年度実施事業〉

事 務 事 業 名 別府公民館管理運営事業
部 局 名 教育指導部

課（室）名 社会教育課

基 本 目 標 ０１心豊かに暮らせるまち

政 　 　 策 ０２地域における教育・学習環境を整備する

施 　 　 策 ０１生涯学習の推進

事 業 実 施 期 間 平成19年度

事 業 区 分 ②施設維持補修事業

地  区  別 別府地区

会  計 01 

款 10 

項 07 

目 06 

細  目 010  

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等

現 状 と 課 題

住民のニーズ、趣味、趣向が多様化し、公民館を取り巻く状況の変化が近年著
しい。また、当館は指定管理者が管理運営しており、その独自性を活かして事
業展開を図っている。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

別府公民館

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

管理及び施設整備の充実並びに各種事業の効果的な運営

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

管理及び施設整備の充実並びに各種事業の効果的な運営を行うことにより生涯
学習推進体制の充実を図る。

24,78124,56022,472

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 22,773

財　

源　

内　

訳

□拡充

指定管理者による地域の実情に即した管理運営が円滑に行われている。今後は
地域の実情に即した事業展開及び設備の更新等を行うことで、住民のさらなる
利用促進を図り、地域の生涯学習活動拠点を目指す。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 24,781

そ の 他 特 財 2,008

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

令和３年度（決算見込）

令和元年度（決算） 令和２年度（決算） 令和３年度（決算見込）

一般会計

教育費

社会教育費

公民館費

公民館運営管理事業
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加古川市事務事業評価シート〈令和３年度実施事業〉

事 務 事 業 名 別府公民館管理運営事業
部 局 名 教育指導部

課（室）名 社会教育課

人

対 象 指 標 名

加古川市人口（４／１
付推計人口）

259,986261,324262,647

成 果 指 標
分 析 結 果

新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため４月25日から５月11日まで休館となったた
め、利用者が減少した。また、新型コロナウイルス感染防止対策を講じながらの運営となっ
たことにより、感染拡大前と比較して、講座の参加者が減少した。

開館日数 日 331294338

活 動 指 標
分 析 結 果

新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため４月25日から５
月11日まで休館となり、通常より開館日数が減少している。

施設利用者数

目 標 値

90,000

目標年度

令和5年
度

36,42539,91377,599

令和３年度令和２年度令和元年度

【対象】

人

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 令和３年度令和２年度令和元年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 令和３年度令和２年度令和元年度単 位
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加古川市事務事業評価シート〈令和３年度実施事業〉

事 務 事 業 名 高齢者学習事業
部 局 名 教育指導部

課（室）名 社会教育課

基 本 目 標 ０１心豊かに暮らせるまち

政 　 　 策 ０２地域における教育・学習環境を整備する

施 　 　 策 ０１生涯学習の推進

事 業 実 施 期 間 平成23年度

事 業 区 分 ⑤市施策事業（経常）

地  区  別 市内全域

会  計 01 

款 10 

項 07 

目 06 

細  目 060  

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等
社会教育法

現 状 と 課 題

高齢者人口は増加しているが、受講者数は横ばいまたは減少傾向にある。ま
た、学習の成果を地域活動につなげることが十分ではない。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

市内の高齢者（６０歳以上）

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

高齢者大学及びＯＢ会の自主的な運営の支援・学習の成果を地域に還元できる
ものを重点とした講座等の開催

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

高齢者の生きがいの創造及び地域における高齢者のボランティア活動などへの
参加促進を図る。・高齢者の学習意欲の高揚及び地域活動の機会の提供

1,3777901,479

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 1,377

財　

源　

内　

訳

□拡充

趣味や教養を高めるための知識を習得するといった自己完結型な学習だけでな
く、学習成果を活用することを視野に置き、学びの循環を構築することが必要
である。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 1,377

そ の 他 特 財

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

令和３年度（決算見込）

令和元年度（決算） 令和２年度（決算） 令和３年度（決算見込）

一般会計

教育費

社会教育費

公民館費

生涯学習事業

205



加古川市事務事業評価シート〈令和３年度実施事業〉

事 務 事 業 名 高齢者学習事業
部 局 名 教育指導部

課（室）名 社会教育課

人

対 象 指 標 名

６０歳以上の人口（４
月住民基本台帳）

88,12287,77487,229

成 果 指 標
分 析 結 果

感染拡大前と比較して、新型コロナウイルス感染症の影響により学生数は減少している。高
齢者人口は増加しているが、受講者数は横ばいまたは減少傾向にある。

講座開催回数 回 222112254

活 動 指 標
分 析 結 果

感染拡大前と比較して、新型コロナウイルス感染症の影響により
開催回数は減少している。今後も引き続き、高齢者の学習を支援
することに加え、学習成果をボランティア活動や地域づくりに活
かせるような内容の講座を開催していく。

高齢者大学学生数

目 標 値

1,200

目標年度

令和5年
度

8557751,106

令和３年度令和２年度令和元年度

【対象】

人

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 令和３年度令和２年度令和元年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 令和３年度令和２年度令和元年度単 位
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加古川市事務事業評価シート〈令和３年度実施事業〉

事 務 事 業 名 社会教育委員、推進員設置事業
部 局 名 教育指導部

課（室）名 社会教育課

基 本 目 標 ０１心豊かに暮らせるまち

政 　 　 策 ０２地域における教育・学習環境を整備する

施 　 　 策 ０１生涯学習の推進

事 業 実 施 期 間

事 業 区 分 ⑤市施策事業（経常）

地  区  別 市内全域

会  計 01 

款 10 

項 07 

目 01 

細  目 005  

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等
社会教育法、加古川市社会教育委員条例、加古川市社会教育推進員設置に関す
る条例

現 状 と 課 題

核家族化の進行に伴い、家庭の教育力の低下や、コミュニティの希薄化による
地域の教育力の低下が指摘されており、学校、家庭、地域の連携による教育が
求められている。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

社会教育委員、社会教育推進員

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

・社会教育委員会議の開催・社会教育推進員の設置、研修によるリーダー養成

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

・社会教育委員会議を通して、社会教育の振興を図る。・社会教育に携わる指
導者や地域のリーダーを養成するとともに、その資質や能力の向上を図る。

11,61212,13912,852

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 11,612

財　

源　

内　

訳

□拡充

生涯学習の推進体制の充実のため、引き続き、参加率を目標値に近づけるよ
う、積極的な会議への出席を求める。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 11,612

そ の 他 特 財

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

令和３年度（決算見込）

令和元年度（決算） 令和２年度（決算） 令和３年度（決算見込）

一般会計

教育費

社会教育費

社会教育総務費

社会教育委員、推進員設置事業
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加古川市事務事業評価シート〈令和３年度実施事業〉

事 務 事 業 名 社会教育委員、推進員設置事業
部 局 名 教育指導部

課（室）名 社会教育課

％

％

対 象 指 標 名

加古川市社会教育委員
数

141414

社会教育推進員数 人 381382389

成 果 指 標
分 析 結 果

社会教育委員会議の参加率は７６．２％と、昨年度より０．９ポイント減となった。社会教
育推進員の研修会参加率は新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響で５９．０％と昨年
度より４.９ポイント減となった。

社会教育委員会議開催
回数

回 656

社会教育推進員研修会
開催回数

回 1125

活 動 指 標
分 析 結 果

社会教育委員会議は、年６回開催し、コロナ禍における社会教育
の推進についてや加古川市立少年自然の家の今後のあり方につい
て意見をいただいた。社会教育推進員研修会は、全推進員を対象
に年２回、エリア代表者を対象に２回、公民館エリア別の推進員
を対象に７回開催し、推進員としての資質向上を図っている。

社会教育委員会議参加
率

目 標 値

90

目標年度

令和8年
度

76.277.176

社会教育推進員研修会
参加率

75令和8年
度

5963.976.1

令和３年度令和２年度令和元年度

【対象】

人

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 令和３年度令和２年度令和元年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 令和３年度令和２年度令和元年度単 位
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加古川市事務事業評価シート〈令和３年度実施事業〉

事 務 事 業 名 成人式実施事業
部 局 名 教育指導部

課（室）名 社会教育課

基 本 目 標 ０１心豊かに暮らせるまち

政 　 　 策 ０２地域における教育・学習環境を整備する

施 　 　 策 ０１生涯学習の推進

事 業 実 施 期 間

事 業 区 分 ⑤市施策事業（経常）

地  区  別 市内全域

会  計 01 

款 10 

項 07 

目 01 

細  目 010  

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等
民法、国民の祝日に関する法律

現 状 と 課 題

記念式典参加率が、７割に達しておらず、より多くの対象者に参加してもらう
よう、引き続き啓発に取り組む必要がある。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

当該年度中に２０歳に到達する者

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

成人式記念式典を実施。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

対象者を祝うとともに、社会人としての自覚を促す。

1,5471,2692,175

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 1,547

財　

源　

内　

訳

□拡充

社会人への自立と自覚を促す事業であり、今後より多くの対象者に参加しても
らうため、引き続き啓発に取り組む必要がある。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 1,547

そ の 他 特 財

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

令和３年度（決算見込）

令和元年度（決算） 令和２年度（決算） 令和３年度（決算見込）

一般会計

教育費

社会教育費

社会教育総務費

生涯学習推進事業
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加古川市事務事業評価シート〈令和３年度実施事業〉

事 務 事 業 名 成人式実施事業
部 局 名 教育指導部

課（室）名 社会教育課

％

対 象 指 標 名

当該年度２０歳到達者
数

2,8122,8372,845

成 果 指 標
分 析 結 果

実行委員会メンバーへ行った実施後のアンケート結果では、高い満足度を得ることができ
た。引き続き、参加者の方に満足していただける式典を目指す。

成人式記念式典参加者
数

人 1,9001,9001,900

活 動 指 標
分 析 結 果

記念式典参加率が７割に達しておらず、より多くの対象者に参加
してもらうよう、引き続き啓発に取り組むことで、参加者数の増
加を目指す。

成人式記念式典参加者
満足度

目 標 値

95

目標年度

令和2年
度

100095

令和３年度令和２年度令和元年度

【対象】

人

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 令和３年度令和２年度令和元年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 令和３年度令和２年度令和元年度単 位
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加古川市事務事業評価シート〈令和３年度実施事業〉

事 務 事 業 名 地域子育て創生事業
部 局 名 教育指導部

課（室）名 社会教育課

基 本 目 標 ０１心豊かに暮らせるまち

政 　 　 策 ０２地域における教育・学習環境を整備する

施 　 　 策 ０１生涯学習の推進

事 業 実 施 期 間 平成23年度

事 業 区 分 ⑤市施策事業（経常）

地  区  別 市内全域

会  計 01 

款 10 

項 07 

目 06 

細  目 055  

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等

現 状 と 課 題

地域コミュニティの希薄化や核家族化が進むなか、子育てに悩む親が増加して
いる。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

子どもや子育て中の市民

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

地域で子育てを支援することを目的に、ボランティアなどの協力のもと、公民
館に幼児等の子育て世代の親子が集い、様々な体験学習の場を提供している。

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

子育てについての悩みや、子育てについて学ぶことにより、安心して子育てが
できるよう地域で応援していく。

7636102

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 76

財　

源　

内　

訳

□拡充

地域における子育て支援体制の強化・地域教育力の向上を図るために有効な事
業である。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 76

そ の 他 特 財

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

令和３年度（決算見込）

令和元年度（決算） 令和２年度（決算） 令和３年度（決算見込）

一般会計

教育費

社会教育費

公民館費

地域コミュニティ事業
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加古川市事務事業評価シート〈令和３年度実施事業〉

事 務 事 業 名 地域子育て創生事業
部 局 名 教育指導部

課（室）名 社会教育課

人

対 象 指 標 名

中学生以下の子どもが
いる世帯人数

79,73581,12285,226

成 果 指 標
分 析 結 果

感染拡大前と比較して、新型コロナウイルス感染症の影響により、参加者数が減少となって
いる。

講座開催回数 回 270102444

活 動 指 標
分 析 結 果

感染拡大前と比較して、新型コロナウイルス感染症の影響により
開催回数が減少している。今後も親子を対象に、高齢者大学生や
地域住民の協力を得て、さまざまな体験学習の機会を提供してい
く。

講座参加者数

目 標 値

9,600

目標年度

令和5年
度

3,5211,1666,729

令和３年度令和２年度令和元年度

【対象】

人

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 令和３年度令和２年度令和元年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 令和３年度令和２年度令和元年度単 位
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加古川市事務事業評価シート〈令和３年度実施事業〉

事 務 事 業 名 地域人材育成事業
部 局 名 教育指導部

課（室）名 社会教育課

基 本 目 標 ０１心豊かに暮らせるまち

政 　 　 策 ０２地域における教育・学習環境を整備する

施 　 　 策 ０１生涯学習の推進

事 業 実 施 期 間 平成23年度

事 業 区 分 ⑤市施策事業（経常）

地  区  別 市内全域

会  計 01 

款 10 

項 07 

目 06 

細  目 055  

【基本情報】

関 連 根 拠 法 令 等
社会教育法

現 状 と 課 題

地域コミュニティ力の低下が予想されるなか、地域の活性化を図るため、継続
して様々な分野のリーダーを養成する必要がある。

対　　　　　　 象

※誰、何に対して

目的をもって既に活動している公民館内の登録団体会員・社会教育推進員・少
年団指導者・新たな活動のリーダーを担う者

事　 業　 内　 容

※目的達成のため
　の手段・手法

事業目的を達成するために効果が得られる講座。地域課題の解決、より良い地
域づくりをするための具体的な学習及び活動（登録団体、社会教育推進員、少
年団等を対象とした学習会等の実施）

目　　　　　　 的

※対象(誰・何)を
　どのような状態
　にしたいのか

地域コミュニティ活動の活性化のための様々なリーダーの養成を図る。

8525178

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

地 方 債

一 般 財 源 85

財　

源　

内　

訳

□拡充

今後は、知識を習得するといった自己完結型な学習だけでなく、学習成果を次
のリーダーに引継ぐことを視野に置いた、「学びの好循環」を構築することが
必要である。地域リーダーの資質向上にも寄与している。

■維持 □縮小 □改善 □統合 □廃止 □休止 □完了

事 業 費 合 計 85

そ の 他 特 財

永年～

【事業概要】

【コスト】

千円

千円

千円

千円

千円

千円

【会計】

　

【コスト推移】

　

事 業 費 合 計 千円 千円千円

【総合評価】

総　 合　 評　 価

※妥当性・有効性
　・効率性の視点
　をもとに総合的
　に判断した評価

令和３年度（決算見込）

令和元年度（決算） 令和２年度（決算） 令和３年度（決算見込）

一般会計

教育費

社会教育費

公民館費

地域コミュニティ事業
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加古川市事務事業評価シート〈令和３年度実施事業〉

事 務 事 業 名 地域人材育成事業
部 局 名 教育指導部

課（室）名 社会教育課

人

対 象 指 標 名

加古川市人口（４／１
付推計人口）

259,986261,324262,647

成 果 指 標
分 析 結 果

感染拡大前と比較し、新型コロナウイルス感染症の影響により開催回数が減少し、参加者数
が減少となっている。

講座開催回数 回 212153

活 動 指 標
分 析 結 果

感染拡大前と比較し、新型コロナウイルス感染症の影響により開
催回数が減少している。今後もボランティア養成講座など地域で
活躍できるリーダーを養成する機会を提供していく。

講座参加者数

目 標 値

1,800

目標年度

令和5年
度

4233991,356

令和３年度令和２年度令和元年度

【対象】

人

単 位

【事業実績】

活 動 指 標 名 令和３年度令和２年度令和元年度単 位

【事業成果】

成 果 指 標 名 令和３年度令和２年度令和元年度単 位
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